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第２５期第５回（平成３１年度第６回）公民館運営審議会 会議録 
開催日時 令和元年１１月２０日（水） 午後２時～４時 
開催場所 中央公民館・視聴覚室 
委員 （出席者）山﨑副会長、小野委員、津嶋委員、若野委員、塚崎委員 

新井委員、柳澤委員、奥村委員、木戸岡委員 
（遅刻）佐々木会長 （欠席者）豊田委員 
※役職者以外は、名簿記載順 

職員 佐伯中央公民館長、富田中央公民館事業係長、森田狭山公民館長、中
里蔵敷公民館長、三宅上北台公民館長、内藤主事 

傍聴者 １人 
会議次第 １ 審議事項 

公民館運営審議会委員研修会について 
２ 報告事項 
平成３１年度都公連委員部会運営委員会（定例会）について 

配布資料 （全委員に事前配布） 
・東京都公民館連絡協議会委員部会報告書 

（全委員に当日配布） 
 ・都公連第７回委員部会運営委員会（定例会）会議資料 
 ・各種研修報告書「第８回委員部会運営委員会」 他 

開会前 
事務局 

事務局からの報告等 
はじめに、本日遅刻のご連絡をいただいておりますのでご報告いた

します。 
つづきまして、本日の会議資料の確認をさせていただきます。 
本日の会議資料は、事前に送付いたしました資料としまして、「東

京都公民館連絡協議会委員部会報告書がございます。 
また、お手元の資料が本日の追加資料でございます。ご確認をお願

いいたします。事務局からのご連絡は以上でございます。 
会議の要旨  研修会について（講師の選定、日程調整） 
副会長 本日は傍聴の希望がでておりましたので、傍聴の許可について皆様

にお伺いたします。 
傍聴の許可をいただけますでしょうか。 
（異議なし） 
（傍聴者入室） 
それでは、審議事項「公民館運営審議会委員研修会について」を議

題といたします。佐伯中央公民館長、ご説明をお願い致します。 
佐伯館長 ご説明させていただきます。前回の会議の時に、例年１月に実施す

る委員研修会の日程・講師について色々お話をいただきました。その
時にお話をいただいたのが、先日の都公連の委員研修会でも講師を務
めていただきました準教授を第１候補者、第２候補者として元福生市
公民館長のお二方の名前が出ました。 
まず、1番目の方の都合も含めて日程の調整を計りました。大変お

忙しくて、１月で開催する場合は、1月２５日の土曜日しかありませ
んというお返事をいただきました。審議会委員の皆様のご都合も含め
て、一旦預かりという形で保留をしております。 
第２案として、先生の方に、1月１５日でどうかとお話ししたとこ

ろ、その日は都公連の研修会がありまして講師を務められるというこ
とで、１５日はだめですと、逆に委員の皆様の方から、複数の方がこ
の日であればお集まりが出来るのであればその日に合わせることは
可能かなというお話でした。 
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まずは、事務局からの提案なんですが１月２５日土曜日にお越した
だいて、研修会ということで、皆さんにご出席いただけるかどうか、
皆様のご出席が難しいようであれば難しいということです。次にもお
一方へは、こちらから複数の日程をご提案させていただいて、事務局
の方で調整させていただく、この二つをご提案させていただきます。 

副会長  それでは、先生が大丈夫な日が１月２５日土曜日、午後になると思
いますが、皆さんのご都合はいかがでしょうか。 
（全員賛同） 
 それでは、１月２５日午後にお願いしたいと思います。 

副会長 では、審議事項が終了しました。続きまして、報告事項「都公連委員
部会の報告について」、委員お願い致します。 

委員 都公連の委員部会は毎月集っていますが、主なテーマは年間を通じ
て２つ、都公連としての公運審の研修会を企画して開催する。もう一
つは、年明けの研究大会の第４課題別集会を公運審が企画して、研修
を実施する。これ以外は、都公連全体としての各部会との情報交換、
参加している１１市の情報交換が委員部会の内容です。 
１５日につきましては、報告事項として都公連の役員会の報告があ

りました。第５９回関東甲信越静公民館研究大会の事、各部会の動き
の事。もう一点の話題としては、２６市の内１１市が都公連に入って
いる状況ですので、他の市の加入促進を諦めずに続けていってほしい
ということを委員部会からも申し入れていますので、促進文書を送付
しましたという話。来年度から都公連のホームページを作るという報
告。いつも話題になります公民館施設使用料について、小平市の紹介
がありました。委員部会運営委員会での報告事項は以上です。 
協議事項として、①第 1 回都公連委員部会の研修会は９月７日に

先生をお招きして開催されましたので、全体のまとめ。もう一点は、
②第５６回東京都公民館研究大会についての開催要領の事、委員部会
が担当します第４課題別集会の案などです。これ以外には、③今後の
情報交換テーマ、公民館施設使用料の有料化について、運営委員会で
もどんな状況になっているか再度把握して、自分達の活動に生かして
いこうということで話し合いを行いました。④各市のトピックスとい
うことで情報交換しております。 
以上で、第７回委員部会運営委員会の報告とさせていただきます。 

佐伯館長 都公連、今１１市が加盟しております。会長市は、市の市制施行順
で順番に来ておりまして、今年度は狛江市、来年の 4月の総会から我
が東大和は会長市として回って来ます。都公連のホームページの話も
狛江市の担当の方が準備をして頂いています。今は副会長市として会
長市をサポートしながら色々対応しておりますので、情報がお知らせ
出来るようになりましたら提供していきたいと思っております。 

委員 次に第８回委員部会運営委員会についてです。第７回でお話しした
ことを少しずつ前に進めているところで、報告事項としては１１月５
日に行われた、都公連役員会の報告がありました。 
協議事項としては、来年の２月に開かれる東京都公民館研究大会の

再度の詰めということで、開催要領の大枠を作ったということと、課
題別集会の実施計画などをつめております。 
情報交換テーマとしては、公民館施設使用料の有料化について、現

状を公運審委員として整理しておきましょうということで、東大和市
の状況をまとめていただいて、当市の方からはそれを提出しておりま
す。 
運営委員会は、公民館が良くなる方向に行くならば、自分達も汗を
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かこうということで運営している委員会ですので、１個１個のステッ
プが終わった後に、次は何をやるかという事を話し合います。次回は
各市で発行している「こうみんかんだより」等の動きを理解したうえ
で、自分達の市で生かして行く事をテーマにしようかと話し合われま
した。 
以上で第７回及び第８回の委員部会運営委員会の報告とさせてい

ただきます。 
副会長 説明が終わりました。ご意見がありましたら、ご発言をお願いいた

します。 
委員  第７回の報告にありました、２６市のうち１１市しか加盟していな

い。非加盟市はどうして加盟していないんでしょうか。 
佐伯館長  １５市が加盟しておりません。それぞれの市の考え方もあるんです

が、中には公民館自体が無い市もございます。あとは、途中まで入っ
ていましたが諸事情によって脱退してしまったとか、年会費の予算が
認められないという市もあると伺っております。残りの１５市に何も
情報提供していないわけではなくて、１１月１２日に都公連部会の館
長部会がございました。都公連の研修と位置づけて各市、区の方にも
通知を差し上げましてたところ、非加盟市である東村山市の館長と館
長補佐の方が受講していただいたというのは、一つのきっかけになる
かと思います。テーマにもよるかもしれませんが、交流はさせていた
だいております。入る入らないというのは各市の事情があると思いま
す。 

委員  運営委員会の危機感は、何もしなかったらどんどん減っていくだけ
で、そういうことがあってはいけないので、都公連として情報のやり
取りと投げかけは、しかるべき時期にきちんとやっていただきたいと
春に委員部会と運営委員会から都公連の方にお願いしておいたこと
なんです。入ってないからしょうがないとしていたら、もっともっと
公民館活動全体が下火になっていくおそれがあるということで、都公
連の方にお願いしてやっているといういきさつがあります。 

委員  公民館というのは、市民に対して重要な一つの部門ですから、入っ
ていただいた方が良いという事で、都公連のほうから促していただい
ているのは大変良く分かりました。 

副会長  例えばなんですが、入っていないところは比較的有料になってるん
でしょうか。 

佐伯館長  手元に資料が無いので正確な情報という形では言えないんですが、
各種報告書の第８回の裏にも書かれている通り、各市バラバラであり
ます。公民館の無い市もありますし、公民館機能を備えた市民センタ
ーとか生涯学習センターという施設の名の下で、同じような活動をし
ている市があるのも事実です。東大和市としては、今現在、第５次行
政改革大綱の下で、施設使用料の見直を行っています。公民館につい
ても、他市状況を見ますと有料で貸してるところもあれば、無料のと
ころもあります。東大和市は有料プラス減免規定になっています。公
民館運営審議会ハンドブック１０ページの所に使用料の事を簡単に
説明しています。（ハンドブック１０Ｐ使用料について読み上げ） 
今実際に利用されている団体の９割以上は無料で使っていただい

ています。有料で使っていただいているケースとしては、政治団体の
方が会議等で使う場合や、民間の企業の方が研修会やセミナー等で学
習室やホールを使う場合です。有料化というのは、今使用料をもらっ
ていない団体について徴収するか否かというところです。市の行革の
立場からすると、持続可能な経営ということで、皆様に納めていただ
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いている税金だけでなく、利用される団体の方から一定の受益者負担
という立場でお金を納めてもらう事は出来ないかという視野で検討
している事は、事実でございます。ただ、具体的な話はまだ詰まって
おりません。当然こういう話になれば、公運審委員の皆様にはお話を
する事になると思います。経緯ということでお話しさせていただきま
した。 

委員  佐伯館長の話は良く分かりました。今までの東大和市の事業を見て
ますと、ほとんど大体９０％決まって市民に発表されて、反対しても
無駄ということが多いんですよね。すでに噂も出てるし、プロジェク
トも出来てて、まず第一弾は図書館の外注化の問題が反対を受けて一
時頓挫してますけど、次は公民館とも言われてて、現実に動いてるの
で、我々公運審のほうに早めにお知らせいただけたら、大変助かりま
す。決まる前の途中経過でいいので、早めにお知らせ願いたいと思い
ます。 

委員  いずれはそういう形になるんだろうと予測はいたしますけど、国立
市は一つ公民館があってそこは無料で、集会場が何箇所かあってそこ
は有料という形をとってると、前研修に行った時に伺ったんですけ
ど、そのような方法もあるんですかね。 

委員  例えば三鷹で生涯学習センターと名前を変えて、公民館を無くした
んですよね。そうなると有料になっちゃうんですよね。公民館と名前
を使うと色々縛りが出ますから、そう変えていく方法も現実にやって
ますよね。入っていない１５市の中には、いくつか公民館が無くなっ
た所がありますから。 

副会長  それでは、本日の審議事項については終了します。  
一つ戻りたいんですが、公民館の研修会について、内容を共有して

もう一度確認したほうがよろしいでしょうか。 
富田係長  前回の公運審の最後に５つのテーマの中で、どの講師が良いかなと

いう話しが出ました。「若者について」という大きな枠の内容につい
てお願いしようというところから、先生が候補に上がりました。具体
的にどういう風なお話をお願いしようというところまでは話してお
りませんので、可能であればこの委員会の中で具体的なところを決め
ていただけると、より先生にお願いしやすいかなと思います。 

副会長  ご意見お願いします。 
委員  前回、小金井で先生の話を伺いました。大変分かりやすくて参考に

なったんです。今回テーマとして「若者に魅力ある公民館」、公民館
としてどう考えるのか、若者をどれだけ引き込むか、その必要性はど
ういう所にあるのか。実際に、若者が公民館を利用する機会が少ない
と思うんです。学生であったり働いていたり、どうしても公民館の利
用というのは、いわゆる団塊の世代や退職した方々が多い。若者に来
てもらう必要性というのを、皆さんどう考えていらっしゃるでしょう
か。例えば、災害の時にボランティアで参加してもらう。これは意味
があって必要性があるのは分かるんですけど、公民館にとって若者を
引き込む事が本当に必要なのか、どういう分野で参加してもらう形を
とるのがいいのか、その辺皆さんどう思うのか。そういう事で先生に
お話を伺えたらいいと思います。 

富田係長  先生からメールを送っていただいていまして、研修の内容について
ご提案が何点かありました。1 点目は、「公民館に若者をどう巻き込
めるか」皆でアイデアを出し合う参加型の研修。もう一つは、「社会
教育法７０年と公民館」の二案いただいております。社会教育法が制
定されたのが１９４９年今から７０年前で節目の年ということで、今
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一度社会教育とは何でしょうというところを考える機会にもなるの
で、このテーマでいかがでしょうかと先生から提案がありました。 

副会長  講師の方にお話していただかなければ分からないテーマだと思い
ます。先生にお願いするにあたりましては、テーマをお伝えしたいと
思うんですが。 

委員  東大和の事例で若者が公民館で活動しているというのは、遊空間に
おいて学生さんに呼びかけて来ていただいて手伝ってもらっている
事ぐらいしか分からないんです。若干若者がやっているサークルもあ
りますけど、ほとんど若者が活動しているというのは見たことが無い
です。若者に魅力ある公民館にするには、どのくらい公民館として努
力しなければいけないのか。若者を対象にするのは難しいことです
が、それによって得られるものを追求して、目的をはっきりさせてい
くのが公民館としての役割、公運審の役割なんじゃないかと思いま
す。 

委員  若者というのはどれくらいのイメージですか。３０・４０代も若者
って言うのか、中学生、高校生位をイメージしているのか。我々の団
体は高齢化しちゃって４０、５０代なんていないんです。若くても６
０代ですから、３０・４０代といったら若者なんですね。ここで言う
若者って言うのは、学生さんなんですかね。 

佐伯館長  今日、委員からいただいた報告書の中に、先生が実際に使われてい
た資料の中で、大田区の事例があります。「若者が作る、若者のため
の講座」ということで取り組まれた中に、この講座の対象の概要は１
６歳以上概ね３５歳未満の方が若者と定義しているようなので、ひと
つの参考になるかと思います。 

委員  いいと思います。私が頭に浮かぶのは未来大学です。今言っていた
だいた年代は、それに近いと思います。未来大学がもっともっと盛り
上がっていいのかなと思ってたんです。もっと若者が公民館活動等で
一緒になれるのなら、もっと違った動きが出てくるのかなと思います
ので、若者の的を絞るなら、そういう年代層はいいんじゃないかなと
思います。 

委員  若者が活躍できる公民館としての事業は、遊空間で協力してもら
う。もう一つは若者の為の講座を公民館で作っていく。事例の中には
若者が委員を率先してやってくれたというのが発表されたんですけ
ど、そういう若者の為の講座を作って、若者が参加しなくてもシニア
の人が仮に参加して受けても、若者に対しての考え方が違ってくる。
若者の為の環境づくりを充実して考えていく必要があると思います。 

副会長  若者のキーワードが沢山出て来ているんですけど、若者の事をやっ
てもらう中で社会教育法にも少し触れて、資料なりお話をしていただ
き、基本は若者の事をやっていただくのはどうでしょうか。 

委員  先生をお呼びする一つの目的は、若者について良い話があったとお
聞きしたんですね。未来大学を作った原因の一つは、前の尾又館長が
若い人を集めたいんだということでやったんです。結果的には人数は
少ないです。今一番抜けているのは、若者が公民館を利用する、利用
して活動する、または参加してくれることだと思うんです。成功事例
があまり無いんです。もし、そういう事が出来るんであれば、運営審
議会委員としてもっともっと前向きに考えてもいいんじゃないでし
ょうか。その為にお呼びするなら、課題があって聞くんですからいい
と思います。なぜ来ないのか認識して参加しないと、成功しないんじ
ゃないかなと思います。押さえる議案があれば押さえておいたら、面
白いかもしれません。 
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委員  若者を集めるためにはどうしたらいいかというのは、実際に若者は
公民館で何をしているのか実態を知らないと思うんです。大事なのは
若者に対しての広報力だと思うんです。どう若者に対して広報してい
くか、紙媒体なのかＳＮＳなのか。今まで公民館は高齢者が中心だっ
たと、でもこういう事をやる事によって若者が来るようになったんだ
という実例を、是非お聞きしたいです。それを一つの基にして議論し
ながら、若者が集るようなイベントなりテーマを決めてやっていくの
が大事じゃないかなと思います。 

委員  事例として申し上げます。一つは蔵敷公民館で「盤寿の会」という
将棋の会があるんですけど、市で初心者将棋講座を７・８年前に作っ
ていただいて、そこに集ったのはやっぱりシニアの方で始まったんで
す。そしたらそこにお子さんと保護者が何人か来られて、お子さんに
教えて欲しいという事で、ある方が熱心に教えて、今は狭山公民館の
と金クラブにお子さんだけ６・７人来ています。これは若者というよ
り小学生と中学生ですけど。もう一つは、中央公民館の研修旅行で立
川市役所へ行ったんです。食堂から１階へ降りたら多目的ホールでロ
ビーコンサートをやっていて、そこには若者や女性等大勢見ているん
です。公民館でも若者が聞きに来るようなミニコンサートをやってみ
ると、ひとつの公民館としての立派な事業になるし、将棋も前に学校
の将棋部が対戦する機会がないからと先生が連れて来て対局したり
という事例もあります。そういった広報は全然していないので、成長
させていって子どもが参加できるようなサークルを作るとか、講座を
作るとかコンサートをやるとか、考えれば幾つもあると思います。そ
の辺を公運審の役目の一つとして考えるべきだと思います。折角良い
講座を先生に来てお話いただくんですから、その辺の知識は持って質
問させて貰えばいいんじゃないかと思います。 

委員  今回狭山公民館でまつりがありますけど、前に幼稚園を呼んでるん
ですね。そうすると保護者がいっぱい来て、満員になるんです。上北
台公民館でも第四中学校の生徒さん達がボランティアで来ていただ
いて、あれも一つの手だと思うんです。子ども達を公民館に呼び寄せ
る、親を呼び寄せる、一つの仕掛けを各館で色々考えっていったら面
白いんじゃないかなと。そういうテーマを持ちながら聞いたらいいん
じゃないかなと思ってました。 

委員  今のお話で、確かに狭山公民館まつりで谷里幼稚園の方に来ていた
だいて、ダンスとか体操を２回やってもらいました。それは中央公民
館まつりの時にやって、ホールが満員になっちゃったんです。素晴ら
しくて、それを真似させてもらって狭山公民館でもやったら、保護者
が皆、写真を撮りたくて来るんです。公民館を知ってもらう事には非
常に役に立つ、外の模擬店とか中の展示も見てもらって、確かに終わ
ったらいなくなっちゃうんですけど、でも大事な事で一つの今までの
良い事例で、子どもが集るようなイベントとか事業を考えて行くべき
じゃないかなと思います。 

副会長  まだまだ出てくると思うんです。地域の子ども達、若者の課題など、
これから皆さんアンテナを張っていただいて、集めて、その時に言え
る様に準備をして先生に来てもらうのはどうでしょう。 

佐伯館長  今ご意見いただいたものを踏まえて、先生の方に日程の確定の話
と、時間と、先生のテーマに対して皆さんからこんな話があったとい
うのを投げかけさせていただいて、その内容で資料等を作られて来る
と思います。それについては、何時までに出来るかはお約束が出来な
いですけど、研修会が１月２５日開催されるまで、先生に早目に資料



7 

 

をいただければ先に目を通していただいて、望んでいるような形に持
っていけるよう、皆さんにご一任いただければ、対応していきたいと
思っております。 

委員  一番困っている若者、ニートで引きこもりだったり、小中学校で言
うと不登校のお子さん。不登校は、今は問題行動ではなくてその子に
あった環境でもＯＫで、サポート校でも自宅でスクーリングでもいい
し、これからの多様性の中で、まだまだそういった困ってる若者の教
育環境に非常に差がある。学校に来れてる子と来れてない子の差があ
る。そういった時に、公民館の力というのはものすごく大きいんじゃ
ないか。それを知らないし、繋がってないし。そういった所も聞けれ
ばなと感じました。 

委員  大学卒業しても就職しないで家に引きこもる人が多いそうですね。
そういうニートの問題も、追加でお願いしたいと思います。 

委員  佐伯館長にお願いがあるのは、一任ということでつめていただくの
はいいんですが、日程からすると、チラシを作るんですか、ここのメ
ンバー以外に誰に案内するんですかと考えると時間がないんです。 
例えば、利用連の人とか公民館活動に熱心に思ってる市民の方にも出
ていただくとかしたいですよね。 

委員  今までは、利用連の役員の方はお誘いしましょうという形でやりま
したよね。 

佐伯館長  対象者というのは、皆さんがＯＫであれば各館内に掲示したりする
形で案内したいと思います。 

委員  ただ講義をするだけでなくて、出来るだけ質問時間を作っていただ
いて討議をさせてもらうということでしたら、公運審委員と各利用連
の委員を２名くらいに限定して、充実した研修会とするには、それく
らいのメンバーでした方が効果があるような気がします。 

副会長  質問時間を考えると、公運審という土台があっての質問と、知らな
い人の質問はすごく難しくなるような感じがありますが、どちらがよ
ろしいですかね。先生がワークショップ形式でやるというお話もあり
ましたので、どれぐらいまで広げた方がいいですか。 

委員  テーマがテーマだけに、この委員と各利用連の代表・副代表他１名
くらいで、今回のテーマに興味がある方くらいの方が充実するような
気がいたします。一般まで広げちゃうと、お話だけで終わりになって
しまう。質疑応答の時間等がある研修会にしていただきたいです。 

委員 ２時間の講演時間しかないですから、講演を１時間としても 1 時
間のワークショップって短いんですよね。突っ込んだ話をしようと思
ったら足りないんです。時間配分をして対象者を決めないと、意見を
言いたくても言えなくなる可能性はありますよね。 

副会長 皆さんの意見ですと、公募的に広げるより公運審委員プラス利用連
の方くらいに、あまり大きくしない形で皆さんが質問できるくらいで
すかね。 

佐伯館長 来月定例会が無いんですが、通常始まる前には会長副会長と事前に
事務局打合せをさせていただいて会議に望ませていただいているの
で、先生と連絡がとれたところで会長副会長と一緒に調整させていた
だいて、今のご要望を踏まえて出来る限り絞っていくという形でよろ
しいでしょうか。 

副会長 では、そのようにさせていただきたいと思います。 
副会長 続きまして、次第の４「その他」でございます。ご意見などはござい

ますでしょうか。 
 「質疑・応答」 
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副会長 
 

以上で、次第の４「その他」については終了となります。事務局か
ら追加事項はございますか。 
本日予定した議事はすべて終了しました。 
これをもちまして、第２５期第６回公民館運営審議会を閉会いたし

ます。お疲れ様でした。 
 


